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公益社団法人       
北海道臨床工学技士会    

会長 室橋 高男    
  
新年明けましておめでとうございます。2014 年の新春を迎え、本年が会員皆様と当会にとって良い年になること

をお祈り申し上げます。また、日頃より当会の活動に対しまして格別のご指導、ご支援を賜っております関係各位の
皆さまに深く感謝申し上げます。    
さて、現在の医療には医療機器の存在が不可欠となっており、それらの安全管理が強く求められております。

当会は、医療機器の専門家として、学術 技能の研鑽を怠ること無く、生命維持管理装置をはじめとする様々
な機器に支えられた医療の安全性と信頼性の向上を目的として活動しております。    
昨年は、学術委員会、教育委員会企画の各種セミナーと学術大会を開催する中で、北海道臨床工学会

では７６演題と過去最高の演題数となり盛況に終えることができました。教育委員会では、４０名程度を対象とした
セミナーを複数回継続的に開催したほか、ロボット手術作業部会を新設し、先進医療へ臨床工学技士として活
躍できるよう積極的に関わるべく進めております。財務委員会、事務局においては各種の受付、事務作業、会
計処理など多方面に関わり各事業を成功に導いてくれています。広報委員会では、各セミナーに参加し、その内
容を技士会ニュースへ掲載するほか、医療新聞等への取材協力など認知度向上に貢献しています。公益事
業推進委員会では、一般の方々への公開講座を各地方で積極的に開催し、ＡＥＤの安全性と信頼性の向上に
努め、確実に臨床工学技士の認知度を向上させております。 そして、危機管理委員会は、本年３月に第１回
危機管理セミナーを開催する運びとなっております。この場を借りまして当会活動へご尽力いただいている皆様に
は、心より感謝を申し上げます。  
昨年同様、公益社団法人として公益事業を全道で展開する中で、「個々のスキルアップと技術の研鑽」も忘

れることなく、教育システムの充実と道民の皆様へ貢献できる活動をしていきたいと思います。また、道内に点在
する臨床工学技士地方会との結束力を高めるために、今年度内に組織委員会を新設し、北海道の臨床工学
技士が一枚岩となって、国や自治体へアピールできるよう組織力を高めるべく努力していく所存であります。    
臨床工学技士が抱える様々な問題を克服するためには、未入会の方々へ入会のはたらき掛けを行うと共に

魅力ある組織になるよう、当会のあり方について様々な視点から検討しつつ、改善を加えるべく進めて行きます。    
  今後、臨床工学技士の職能団体として公に訴えていかなければならない課題が山積みではありますが、今後
も皆様の一層のご支援、ご協力をお願いし、本年が会員皆様にとりまして益々のご健勝の年でありますことをお祈り
申し上げます。 
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去る 2013 年 12 月 5 日北海道大学学術交流

会館で第 24 回北海道臨床工学会が開催され、

皆さまのご協力を頂き、成功裏に終えることが

できました。 

当日は今冬最初の本格的な吹雪となり参加

者の減少も危ぶまれましたが、約 500 名の参加

者の下、一般演題は 76 演題と過去最高の数と

なり発表会場を増設し4会場で行われるなど盛

大な工学会となりました。   

また、特別講演では、「CKD の診断と治療」

と題しまして、市立札幌病院 腎臓内科の城下

弘一先生に御講演頂きました。また、教育講演

は「徐脈性不整脈に必要な電気生理学検査」を

日本ライフライン株式会社の加藤良和先生に、

ランチョンセミナー1 では「透析低血圧の病態

と対策」を琴似腎臓内科泌尿器科 山地泉先生

に、ランチョンセミナー2 では、「レックストレ

ス症候群について」を札幌山の手病院 古山裕

康先生、「カルニチンの腎性貧血に対する効果」

を札幌南一条病院 工藤靖夫先生にそれぞれ貴

重な御講演をいただきました。 

今回の工学会では新たな取り組みとして市

民公開講座を開催し、国際山岳医で北海道大野

病院 循環器科の大城和恵先生に「楽しく登山

するために～知っておきたい山の医学～」を講

演して頂き、たくさんの一般の参加者も迎え入

れることが出来ました。 

参加者の皆さま、ご講演を頂いた先生方、座

長をお務め頂いた先生方、前日より工学会運営

のためにご尽力頂いたスタッフの皆さま、協賛

を頂いた各企業の皆さまには心より感謝申し上

げます。 

＜参加状況＞ 

会 員：211名 

学 生：144名 

賛 助：44名 

(展示スタッフは除く) 

非会員：44名 

一般市民：21名 

合 計：464名 

出展企業数：18社 

広告企業数：28社 

市民公開講座で公演される大城和恵先生 当日の第 1 会場の様子 

＜学術プログラム＞ 

一般演題：13セッション

76題 

特別講演：1題 

教育講演：1題 

ランチョンセミナー：2題 

市民公開講座：1題 

 

賑わう機器展示会場の様子 
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◆RMニュース◆ 
 

＜人工呼吸器停止、患者が重体 

…看護師を略式起訴＞   

 茨城県日立市城南町の総合病院で 2008 年、

入院中の男性患者（当時 76 歳）が、人工呼吸

器の酸素供給を止める「スタンバイモード」に

されたまま放置されて意識不明の重体となる事

故があり、日立区検が女性看護師（32）を業務

上過失傷害罪で略式起訴したことがわかった。 

北海道医療新聞掲載 2013 年 12 月 6 日付 

 公益事業推進委員会で実施している「AED 日

常点検講習」が 30 施設に達しました。本講習

は平成 23 年 1 月から実施しており、施設担当

者と一緒に導入されている機種の日常点検方法

を確認することや、AED の正常/異常の見分け

方をトレーナー装置によって習得してもらうこ

とを目的に実施てきました。今回、地道に積み

重ねてきた実績が北海道医療新聞に取り上げら

れ紹介されました。 

 当会の AED 日常点検講習の詳細な活動や申

込方法は当会ホームページの公益事業推進委員

会のページをご参照下さい。 

( http://hcea.umin.ac.jp) 

 

 男性は事故の約 2 か月後に死亡した。起訴は

17 日付。 

 起訴状などによると、看護師は 08 年 12 月 31

日、心臓疾患で入院していた男性の気管にたま

った痰(たん)を除去する際、人工呼吸器をスタ

ンバイモードに切り替えたまま退室し、約 40

分間放置したために心停止させ、低酸素脳症の

傷害を負わせたとされる。 

 男性が急に意識不明となり、亡くなったこと

を不審に思った遺族が 09 年 4 月、日立署に相

談。県警が今年 2 月、業務上過失致死容疑で書

類送検したが、検察は「死亡との因果関係まで

は問えない」と判断した。捜査関係者によると、

看護師は調べに対し、「以前から日常的にスタン

バイモードに切り替えていたが、この日は戻す

のを忘れた」と話しているという。 

2013 年 12 月 19 日：読売新聞掲載 

＜臨床工学技士を書類送検  

業務上過失致死容疑＞   

 広島県呉市の病院で 2008 年、手術室で人工

心肺装置の設置を誤って 60 代の男性患者を死

亡させたとして、広島県警呉署は 22 日、業務

上過失致死容疑で、当時勤務していた臨床工学

技士 2 人を書類送検した。 

 臨床工学技士は、病院内で生命維持装置など

医療機器の操作や保守を担当する医療スタッ

フ。 

 送検容疑は、08 年 12 月 3 日、大動脈解離の

緊急手術で人工心肺装置の血液ポンプのチュー

ブを誤って設置。回路の確認をせず医師に引き

渡したことで、男性に多発性脳梗塞を発症させ、

11 年 7 月に急性腎不全で死亡させた疑い。 

 呉署によると、2 人は容疑を認めている。人

工心肺装置は左心房の血液を吸引するためだっ

たが、チューブの吸引口と吐き出し口を逆に取

り付けたことで、心臓に空気が送り込まれた。 

 医師がミスに気付いたが、男性はそのまま意

識が戻らず、死亡した。 

2014 年 1 月 23 日：共同通信社配信 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の web サイトをご覧ください。 

****************************************** 

2014 年 3 月 23 日（日） 

「第8回医療安全セミナー」 
会場 準備中 

http://hcea.umin.ac.jp 

****************************************** 

2014 年 4 月 19 日（土）～4 月 20 日（日） 

「第41回日本血液浄化技術学会学術大会」 
会場 北大学術交流会館 

札幌市中央区北8条西5丁目 

http://www.jyouka.com/jstb41/演題受付中 

****************************************** 

2014 年 5 月 10 日（土）～5 月 11 日（日） 

「第24回日本臨床工学会」 
会場 仙台国際センターほか 

仙台市青葉区青葉山無番地 
http://ja-ces24.jtbcom.co.jp/ 

****************************************** 

2014 年 6 月 12 日（木）～6 月 15 日（日） 

「第59回日本透析医学会学術集会」 
会場 神戸国際会議場ほか 

神戸市中央区港島中町6-9-1 
http://www.jsdt2014.jp/ 

****************************************** 

 

現在日本臨床工学技士会では第３期全国区代

議員選挙が執り行われています。このたび現日

本臨床工学技士会副会長の真下泰氏、現北海道

臨床工学技士会会長の室橋高男氏、大澤貞利氏

の３名北海道から立候補しました。 

あわせて東北・北海道連絡協議会として理事

会交流のある東北６県からの立候補者１５名に

対しても皆様からの応援をいただきたく重ねて

お願いいたします。 

過去北海道の選挙投票率は２０％台となって

おります。皆様の積極的な選挙投票のご協力よ

ろしくお願いいたします。 

****************************************** 

2014 年 2 月 16 日（日） 

「第5回北海道臨床工学技士会 
卒後教育セミナー」 

会場 ムトウ本社会議室 

札幌市中央区北11条西4丁目 

http://hcea.umin.ac.jp 

****************************************** 

2014 年 3 月 9 日（日） 

「第1回危機管理セミナー」 
会場 札幌医学技術福祉歯科専門学校 

札幌市中央区南5条西11丁目 
http://hcea.umin.ac.jp 

****************************************** 
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#4 

皆さんこんにちは。公益事業推進委員会です。連日寒い日が続いていますが、ほとんどの医療

機器が動作温度をゼロ℃以上に規定している中、AED も例外ではありません。医療機関にある医

療機器では氷点下環境に保管される事はあまり考えられませんが、一般施設に設置している AED

はエントランスホール等、外気に近い環境にある事が稀ではありません。そのような環境で電極

パッドが凍結していた事例や、装置本体が作動不能になった事例がメーカーからもたらされてい

ます。我々公益事業推進委員会では講習の際、いわば北海道の冬ならではの注意事例も併せて設

置責任者へ周知を行っています。 

 

■北海道医療新聞にて AED 日常点検講習実施実績が 30 例に達したことが紹介される 

 北海道臨床工学技士会 HP にも掲載されておりますが、2013 年 12 月 6 日発行の北海道医療新

聞にて、AED 日常点検講習施設が 30 施設に達した事が紹介されました。 

北海道医療新聞社さんには AED 日常点検講習開始時、第一回市民公開講座開催時といった節目節

目で記事にして頂いております。委員が業務の合間を縫って活動している状況が広く紹介されて

嬉しく思います。 

 

■公益活動実績 

市民公開講座：於・旭川市障害者福祉センター「おぴった」（10/13） 

町内会医療セミナ：函館市桔梗町内会（10/30） 

ＡＥＤ日常点検講習：医療法人歓生会豊岡中央病院（旭川市 12/7） 

ＡＥＤ日常点検講習：トヨタレンタリース札幌 新千歳空港ポプラ店（12/20） 

※二度目の受講となります 

ＡＥＤ日常点検講習：林田クリニック（釧路市 1/7） 

【学会発表】 

第 24 回北海道臨床工学会：池田委員 
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このコーナーは、平成2４年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成２５年3月に札幌医学技術福祉歯科専門学校を卒業し、現在禎心会病院にて勤

務中の佐藤礼奈さんです。 

禎心会病院 
佐藤 礼奈  

（札幌医学技術福祉歯科専門学校 卒業） 

 

私は、平成25年 3 月に札幌医学技術福祉

歯科専門学校臨床工学科を卒業し、現在は禎

心会病院の手術室専属の技士として勤務して

います。手術室では主に脳神経外科の手術の

直接介助を行っています。毎日多くの手術が

行われ、忙しく過ごしているうちに気がつけ

ばもう冬なのだと驚いています。 

学生の頃は、まさか自分が脳神経外科の手

術に携わるとは夢にも思っていなかったこと

もあり、初めて見た手術で脳と脳神経はあん

な色をしているのかと、間の抜けたことを考

えていたのを覚えています。その頃は勉強す

ることの多さに何から手をつければよいかわ

からず困っていました。まず、手術予定に書

いてあるA-Com ANが何なのかを調べた記

憶があります。そこから始まり、スタンダー

ドに使う器械の名前とどういう場面でどのよ

うに使用するのか、ドクターはなんと呼んで 

いるのか、器械それぞれの渡し方を１つずつ

写真に撮るなどして覚えていきました。何時

間もひたすら針を持針器でかみ、糸を針に通

す練習をしたりもしました。 

ですが、初めて手術に入った時は緊張から

手が震え、頭が真っ白になってしまいました。

いくら練習し、過去の手術の録画映像を見て

シミュレーションを重ねても実際に自分でや

るのとは大違いでした。グローブに血がつく

と、とても滑りやすく器械をつかみづらくな

ることもこの時に知ることができました。最

近では、未破裂動脈瘤クリッピング術の直接

介助を最初から最後まで、プリセプターにつ

いていただいてですが 1 人でやっています。

手術後は、良かった点や改善点について指導

していただき、勉強や練習を行っています。 

今後は器械準備の目標時間達成とクリップ

の番号、サイズ、種類も覚えたいと考えてい

ます。さらに脳腫瘍やくも膜下出血の知識を

つけ、バイパス術のやり方を覚えてハイフロ

ーバイパス術の手術に入れるようになりたい

です。さらに手術室の器機管理にも徐々に携

わっていきたいと思っています。 
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平成 25 年度 1 月までの理事会からのお知らせ 

 各委員会からの活動報告 

 会費未納者の対応について 

 第 3 期役員選出選挙の経過報告 

 第 24回北海道臨床工学会の反省と第 25回

開催概要について 

 平成 26 年度事業計画及び予算案の作成に

ついて 

 東北・北海道臨床工学技士会連絡協議会に

おける、日本臨床工学技士会代議員選挙に

向けた協力体制について 

～編集後記～ 

 えーと、突然始まりました編集後記です。企

業広告の狭間のこのスペースがどうしても埋

まらないので、今回だらだら書いてみました。

他に書くことは無いのかと問われれば、無いこ

ともないのですがこのスペースにちょうど良

く収まるものなど見つからず。。。そうなんで

す、技士会ニュースの編集にも最低限のルール

というものがありまして、その一つがページ数

を偶数にしなければならないことです。今号こ

のスペースを少しでもはみ出してしまうと、あ

と 2 ページ分の記事を用意する羽目に。。。考え

ただけでも恐ろしいのでこの辺で終わらせて

もらいます。（Y.K.） 
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